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Vol.037印刷して職員・学生
皆さんでご覧ください！

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい活動があれば、
右記の連絡先まで是非お願いします！

情報発信担当 平澤 卓磨
hirasawa.tk@fc.univcoop.or.jp

大阪兵庫和歌山エリア
学生事務局

[ 橋爪遼太郎 ]

活動概要

POINT.1

POINT.2

TOYAMA ISHIKAWA FUKUI SHIGA KYOTO NARA OSAKA HYOGO WAKAYAMA

職員としっかり連携できたことが
多くの組合員の参加につながりました！

12月10~14日に姫路工学キャンパス大学会
館2階書籍購買部でブラックサンダーを販売
し、1箱（500円）を購入した人を対象にガ
チャを引いてもらいました。ガチャと並行し
て、生協内店舗の商品を多数値下げして販売
し、多くの組合員の生協店舗利用へとつなげ
ました。

企画の裏には職員との連携◎

多くの組合員の“参加”へ結びつける

兵
庫
県
立
大
学

生
協
祭

[ともにつくる]
×

[ 店舗 ]

毎年恒例でマンネリ化していることもなく、
店長のTwitterや生協学生委員会のTwitterでの生
協祭の宣伝ツイートにより、多くの組合員に影
響を与え、企画への参加を促しました。ブラッ
クサンダーをひと箱買ったり、店舗内にブラッ
クサンダーの箱が高く積まれている光景は、圧
巻。それだけで、組合員の記憶に残る工夫だと
感じました。

また、昨年度とは異なり、姫路環境人間キャ
ンパスでも生協祭の裏企画が行われました。そ
のキャンパスでは、生協店舗においてブラック
サンダーの売り上げに応じて、コープ菓子を値
引きして販売する取り組みを実施。結果90円で
コープ菓子を提供し、多くの組合員にコープ菓
子を利用してもらえる工夫をすることができま
した。

POINT.１に書かれていることは、すべて
職員と連携がうまくいっているからこそ実現
されたものです。店長も一緒にツイートで広
めたり、環境人間キャンパスの裏企画を生協
学生委員会にすすめてくれたのも店長でした。

兵庫県立大学生協の毎年恒例、組合員還元企画。例年とは異なり、
生協学生委員も企画に携わり、新たな変革も見られました。兵庫県立
大学生協の組合員に親しまれている企画の秘密に迫ります。


